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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、「対人援助学」の枠組みの下で、知的障害のある生徒や長期「ひきこもり」の成人

を対象として、「今できる仕事」を成立させる「援助つき就労（ジョブ）」の成立と展開に向け、

大学を人的（学生・院生など）および情報的な地域資源として活用した連携的支援の方法を検

討した。前者では学生ジョブコーチという学生組織、後者ではファーストステップ・ジョブグ

ループという当事者の親グループによる支援組織を通じて、当事者の自己決定やセルフマネジ

メントを中心とした支援を通じてキャリア・アップや一般就労を実現した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This research examined the method of collaborative practices between university and 
some community sectors based on the Science for Human Services（Taijin-enjo gaku）
for creating new working opportunities in which students and adults with some 
disabilities, i.e., mental disability and long-term HIKIKOMORI, could participate 
not with intensive training but with behavior repertoires that they had at that 
present.  The carrier-up and employment (with and without support) in each 
participant were realized through the establishing self-determination and self 
management behavior by the supports of Students Job Coach (SJC) and First Step Job 
Group (FSJG), both of them were the groups managed by the students and graduate 
students of Ritsumeikan university.   
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１．研究開始当初の背景 
（1）「障害」のある個人に対する就労支援に

ついての研究としては、①課題分析（task 

analysis）を行い訓練を行う、②就労の初動

を促すために可能な限り本人の自己決定を尊

重する、③就労のモチベーションを高める工

夫をする、④職場における物理的・人的環境

に変更を加える、といったものが挙げられる。

しかしこれらの研究では、教育設定（養護学

校，職業訓練学校・施設）におけるスキルア

ップのための教授・訓練か、就労現場におけ

る訓練や援助設定という、2つの場面で個別

に扱われてきた傾向がある。 

（2）「今、働けない」個人の状況を打破す

るためには、上記したような支援方法を統合

的に含んだ上で、さらに、①それぞれの個人

の現状を認めたうえで、教育設定と現実の就

労場面を取り次ぐ第3の設定として、人的・

物理的な「援助つきの力」で労働を可能にす

る就労場面を創出し、そこでの体験を本格就

労に向けて活用展開していくこと、② ①で

展開される「就労体験場面」において、「ど

のような援助があれば就労が可能か」という

人的・物理的環境支援(「援助」機能)の同定

と、それを社会環境に定着させるための方法

（「援護」機能）のための連携的な方法論の

開発、といった発展的改良が必要である。 
（3）そのような支援には、従来、ジョブコ
ーチシステムが機能としては最も近いもの
として挙げられるが、実証的にその援助過程
（教授、援助、援護）を詳細に検討した研究
は極めて少ない。 
 
２．研究の目的 
当研究では、なんらかの障害（知的障害・

長期の「ひきこもり」など）を持つ「今、働

けない」個人を対象に、長い訓練過程を前提

とした将来でなく、「今」、現在持てる能力に

応じて遂行が可能な労働の場を創造し、当事

者に「働く行動」を実現させるために、①知

的障害のある生徒や成人を対象に、労働機会

を保障拡大するために、労働体験や実際の就

労継続を過不足なく援助する「学生ジョブコ

ーチ」のシステムを大学教育の一環として構

築し、その機能を検討する、②ひきこもりの

個人に対しては、当事者の自己決定（選択）

を最大限尊重し、現在「できる」行動レパー

トリーを用いた「仕事＝job」を、親グルー

プと地域資源（大学・NPO など）との連携で

創造することを実践的目標とする。当研究の

研究的目的は、上記のことを、既存の社会福

祉学や心理学の枠を超えた「対人援助学」

（Science for Human Services）の構築を念

頭に、関係する諸学を超えた研究者や地域関

係者によって、学際的（学融的）実践的に、

実践するための方法論や手続きについて検

討を行うことにある。 
 
３．研究の方法 
（1）学生ジョブコーチシステムによる就労

支援 
①対象者：養護学校（京都においては総合支
援学校）高等部の生徒および一旦企業等に就
労した卒業生。②方法：「対人援助」におけ
る 3つの主要な機能である、「援助」「援護」
「教授」という連環的な支援（望月,2007 参
照：図書 6））を、応用行動分析学の枠組みを
用いて実践・記述する。「援助」は支援ツー
ルや人的援助による介入、「援護」は必要な
援助設定の現場での定着のための要請、「教
授」はそのもとでの指導である。教授過程に
おいては、課題分析（Task Analysis）によ
る工程表にもとづき、人的援助を系統的にフ
ェイドアウトするシステマティック・インス
トラクションの手続きを用いた。また、ター
ゲットとなる行動は、対象者によって異なる
が、作業の外的評価を受けてスキルアップす
るのではなく、当事者自らが評価を行ったり
あるいは工程を自ら改変するようなセル
フ・マネジメント行動を極力導入するデザイ
ンを用いた。 
（2）ファーストステップ・ジョブグループ
（FSJC）いよる「脱ひきこもり支援」 
①対象者：長期の「ひきこもり」を呈してい
る成人。②方法：親子グループを基礎ユニッ
トとして、現在でも「できる」仕事に報酬を
伴わせるジョブグループを設定し、当事者の
自己決定を尊重しながら、次第にその仕事内
容を現実の社会の中に求めていくという方法
をとった。仕事提供は、家内作業から始まり、
次にグループの相互の家庭から切り出された
仕事、そして大学・学会などからの依頼仕事、
NPO法人での事務仕事などへ次第にその範囲
を広げていった。 
 親は定期的にミーティングを持ち、自らの
子の仕事成立や他の子に成立可能な仕事の提
案を行う。またそうした具体的事例を発表、
討論することで、いったん社会的基準とは離
れて、絶えず「今できる」ことを評価する方
針を相互に確認した。また、年に数回、親グ
ループのメンバーが講師となって公開のシン
ポジウムや学集会を開き関係者（行政、親）
に理念や成果を公開した。 



４．研究成果 
（1）学生ジョブコーチによる支援 
①学生ジョブコーチの支援を通じた新たな
就労支援の方法： 2004 年から始まった学生
ジョブコーチシステムにおける学生の役割
は、当事者の作業の詳細な記述を通じて、必
要な援助設定（支援ツールや人的援助）やキ
ャリアアップ（作業内容の高度化など）の提
案を行うことであった。 
今次（2007～2009）の期間では、単に当該

作業への適応にとどまらず、ひとりひとりの
個人が、より仕事にコミットし（積極的に自
らの作業方法に関与しその達成を表現する）、
現在および将来の継続的就労の実現に向け
たメタスキルを獲得できるかが支援内容の
中心となっていった。 
そこでは、自らの就労作業の「てがかり」

（弁別刺激）となるツールの使用や、自己評
価を可能にする支援（雑誌論文 1）、5）、学会
発表、6））の方法が検討された。そうしたセ
ルフ・マネジメントと呼ばれるメタスキルの
獲得の支援においては、従来の工程表（課題
分析表）による評価や全課題提示法による支
援だけではなく、絶えず相互の行動単位間の
関係に注目した「課題分析」が必要不可欠で
あることが示された（雑誌論文 3）5））。この
ことは行動分析学的な観点からは基本的な
課題ではあるものの、従来の就労支援やジョ
ブコーチのマニュアルには取り上げられる
ことが少なかった（雑誌論文 3））。 
下図は、太田ら（2008：雑誌５））が、あ
る実習場面で、それまで過剰に職員に作業報
告を行い、さらには作業の仕上げが不完全だ
った生徒に対して、当事者に自らの作業の評
価を行わせ、失敗した場合でも正確に報告す
ることを強化した結果、劇的に報告回数が減
ったことを示したものである。 
こうした結果は、就労支援の場における過

剰な支援や、負の強化を伴う抑圧的な指導を
行ってしまう状況と強く関連するものと思
われる。そのような状況が生まれる背景には、
障害のある生徒に対する学校内での就労指
導の方法や、実習を含めた就労実習や移行後
の継続的就労を射程においた「情報移行」の
システムにも検討・改良すべき課題があると

思われる（図書 1）、6））。 
（2）ファーストステップ・ジョブグルー
プ（FSJG）による「ひきこもり」支援 
下の図は、過去６年間の 13 人のひきこも
り当事者が、グループによって創造されたジ
ョブを遂行した累積頻度を表している（望
月・上田,2009：図書３）から）。 
今次３年間での「仕事（job）成立」が特
に増加していることがわかる。その中には数
年間停滞していた当事者において累積が開
始した例も含まれる。またグループ内でのジ
ョブ交換を脱して、某 NPO の事務職として常
勤で職を得たり、職探しの活動を自立的に行
うという「卒業生」も輩出するに至っている。 
従来、「居場所」の設定や、「受容」といっ
た具体的な当事者のコミットが不明確な支
援の在り方に対して、当プロジェクトにおい
ては、絶えず選択肢を提示しつづけること、
その上で、現在「できる」行動に対して、そ
れを“ジョブ”という形で評価し、またその
方針を親グループの中で相互に強化する点
が特徴である。 
最近数年間の伸び率は、新会員の参加と同
期しているが、それは必ずしも新しい当事者
による達成ではなく、旧会員の行動変化も含
まれている。このことは旧会員(親)が新会員
を指導・助言することにより自らの行動変容
を促進するサービス・ラーニング的な効果の
可能性を示唆するものである（上田、2010，
印刷中）。 
  （３）包括的成果と今後の課題 
当プロジェクトでは、「学生ジョブコーチ」
と「ファーストステップ・ジョブグループ」
という２つの大学を地域資源のひとつとし
た、障害のある個人への持続的な就労支援を
行う可能性が検討された。 
 そこで改めて浮き彫りになったものは、ス
キルの獲得あるいは一時的な就職移行支援
ではなく、「働くこと」に対する当事者の積
極的なコミットメントを継続的に維持でき
るような継続的サービス体制の必要性であ
る。そのためには地域資源の間の情報共有の
方法や、また支援そのものに対する基本的枠
組みの再検討が必要である。 
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